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広域非同期分散対話型遺伝的アルゴリズムの実用性の検証
澁谷 翔吾

1 はじめに

本研究室では，人間の主観的評価に基づいて，遺伝的ア

ルゴリズム (Genetic Algorithm : GA) を用いた解探索
を行う対話型遺伝的アルゴリズム (Interactive Genetic
Algorithm : IGA) の研究が行われている．1) また，こ

の IGA を並列分散モデルに拡張した手法として，広域
非同期分散対話型遺伝的アルゴリズム (Global Asyn-
chronous Distributed Interactive Genetic Algorithm :
GADIGA)が提案されている．2) GADIGAを用いるこ
とにより，多人数でのコラボレーションを実現すること

ができる．これにより，万人に受け入れられる商品を開

発する際のニーズ調査などに利用されることが期待され

る．コラボレーションに関しては，既に有効性が示され

ている．3) しかし，これまでに広域な環境での実験は行

われておらず，検証が十分でない．そこで本研究では，京

都-北海道間で GADIGAを用いた実験を行い，広域環境
での GADIGAの実用性を示す．

2 広域非同期分散対話型遺伝的アルゴリズム

2.1 概要

広域非同期分散対話型遺伝的アルゴリズム (Global
Asychronaous Distributed Interactive Genetic Algo-
rithm : GADIGA)とは，IGAを複数のユーザで行える
よう拡張した手法である．GADIGA を用いることによ
り，広域かつ多人数のユーザ間で，同期を意識することな

く互いの発想を促すことができる．Fig. 1 に GADIGA
のフローチャートを示す．

�����

���

�
	

�
�

���
���

�������

�
�

���

Yes

���

No

���  "!$#&%('*)
+�,�-.,

���  "!$#&%('*)
/10 -.,

Fig.1 GADIGAのフローチャート（出典：自作）

GADIGAで特徴的な点は，ユーザ間で解交換を行うこ
とである．GADIGAでは，ユーザがシステムを利用して
作成した個体をベストデザインとしてデータベースに保

存する．その個体は，別のユーザの評価対象となる個体

群に含まれる．この個体を移住候補個体と呼ぶ．移住候

補個体を評価することで他ユーザとのコラボレーション

を実現できる．GADIGAの構造を Fig. 2に示す．
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Fig.2 GADIGA（出典：自作）

2.2 ルーム構造を用いたGADIGA

GADIGAを改良した手法として，ルーム構造を用いた
GADIGA がある．4) ルーム構造を用いた GADIGA で
は，好みや感性の類似したユーザをグループ化し，ルーム

を形成する．ルームは，ユーザの社会的属性，性別，色相

の好み，および色調の好みなどの情報を用いて分けられ

る．ユーザは様々なルームに参加することで，ルームの中

にいる他ユーザが作成したデザインを参照し，GADIGA
と同様，コラボレーションを行う．これにより，同じ感

性を持ったユーザでのコラボレーションが活性化される．

3 広域環境でのシステム構築

本研究では，広域環境での GADIGA の有効性を示す
ため，京都，および北海道にそれぞれWebサーバ，およ
びデータベースサーバを 1 台ずつ設置し，システムを構
築する．京都-北海道に構築する GADIGAのシステム構
成を Fig. 3に示す．
京都のサーバは同志社大学に，北海道のサーバは室蘭

工業大学に設置する．Fig. 3 のようなシステム構成にす
ることで，以下のようなメリットが挙げられる．

• 耐障害性の向上
データベースサーバが 1 台しかない場合，そのサー
バに何らかの障害が発生すると，システム全体が稼

動しなくなる．そこで，データベースサーバを複数
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Fig.3 システム構成（出典：自作）

台用意することで，1 台のサーバに障害が発生した
場合でも，通常通り，システムを運用することがで

きる．

• 負荷の軽減
GADIGAの利用が非常に大規模になった場合，サー
バにかかる負担が懸念される．そこで，サーバを分

散させることで，負荷を軽減することができる．

4 評価実験

広域環境における GADIGA の有効性を示すため，北
海道の室蘭工業大学と京都の同志社大学で GADIGA の
実験を行う．

4.1 対象問題

対象問題は三色旗デザイン問題とする．三色旗は，上

部，中部，下部の 3 つの帯で構成されている．三色旗デ
ザイン問題では，各帯の色を変更することで配色を決定

する．コンセプトは，「地中海に浮かぶ島国の旗」とし，

各ユーザはコンセプトに合った三色旗を作成する．

4.2 実験手順

本実験では，各ユーザが三色旗を作成し，作成された

三色旗の中で，最もコンセプトに合っている三色旗を決

定する．実験の流れを以下に示す．

• ステップ 1（予備実験）
ユーザが三色旗作成に慣れることを目的として，予

備実験を行う．予備実験では，IGAを用いて三色旗
を 3 回作成する．作成された三色旗はデータベース
サーバに保存される．

• ステップ 2（本実験）
各ユーザを，「IGA を用いて三色旗を作成するユー
ザ」，「GADIGAを用いて三色旗を作成するユーザ」，
および「ルーム構造を用いた GADIGA を用いて三

色旗を作成するユーザ」に分ける．各ユーザはそれ

ぞれの方法で，三色旗を 5 個作成し，その中で，最
もコンセプトに合った三色旗を 1 つコンテストに応
募する．

• ステップ 3（三色旗コンテスト）
各ユーザはコンテストに応募された三色旗の中から，

最もコンセプトに合った三色旗に投票する．この投

票により，全ユーザで 1つの三色旗を決定する．

4.3 評価項目

広域環境における GADIGA の有効性を以下に示す 3
点に留意して検証する．

• 移住候補個体に対する評価
移住候補個体に対する評価が高ければ，他ユーザか

ら強く発想支援を受けたということである．

• コンテストの結果
コンテストで高得点を得た三色旗が，どのアルゴリ

ズムを用いて作成されたかを調べることにより，他

ユーザに受け入れられる三色旗が作成できたかどう

かを検討する．

• デザインの類似性
作成された三色旗からデザインの類似性の検討を行

う．デザインが類似していれば，他ユーザとのコラ

ボレーションが実現していると考えられる．

5 まとめ

本研究では，広域環境における GADIGA の有効性を
示すため，京都の同志社大学と北海道の室蘭工業大学に

サーバを設置し，実験を行う．実験で得られたデータか

ら GADIGA における合意形成，および発想支援を検討
し，また広域な環境での GADIGA の実用性について検
討する．

6 今後の課題

今後の課題としては，より複数の地域で実験を行うこ

とが挙げられる．今回の実験では，国内での実験である

が，今後は国外の実験も検討している．この実験を通し，

デザイン作成に地域性が関係しているのか，検討を行う．
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